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一社の丸編機保有台数の推移 を示 した もの




















































三に,以上に対して,1882年以後経営数は微増ないしは減少に転じている｡ これを 出所 :WirtembergischeJahrbiche
rJahrgang1862,2.Heft.S. 1861187.Sta
































第3表 規模 (就業者数)別編物産業経営 ･就業者分布
93
*午1-5人 6-10人 ll-50人 51-ZOO人 201人以上 合 計経 営 就業者 経 営 就業者 経 営 就業者 経 営 就業者
経 営 就業者 経 営 就業者1882 182 485 15 124 3
0 622 9 798 236 2,029(%) 77.1 24.0 6.4 6
.1 12.7 30.7 4.0 39.3 100.2 100.11895 162 43
9 40 293 54 1,328 32 3,107 7 2,553 295 7,720(%) 54.9 5.7 13.6 3.8 18.3 17




leyleは,靴 下,長 靴 下,胴着 Leibchen等の生産から出

























erg,S 17.49) BergmannKarl,aa.0.,S 12,16 の発展は,大工
業化の様相を呈していたのである｡2 編





































































































































































































96 調査と研究 第21号 (2001.4)
その後編物産業は,利潤の再投資により漸進
的に生産規模を拡大し,1870年代には膨大な軍
事需要の発生にも支えられて,緩慢ではあった
が着実に発展を遂げた｡そこでは中小 ･零細の
生産者が支配的であったが,1880年代に入ると
その中から一群の大経営が出現した｡
その情夫となったベンガ一社は,確かにヴユ
ルテンベルクにおいていち早く丸編機を導入し,
消費者の衛生観念の高まりを羊毛編物肌着に結
びつけることに成功した,革新的経営であった｡
しかしその経営発展は単に創業者ヴイルヘルム
らの自己完結した個人の能力の産物であったわ
けではない｡既に見たように,それは編物産地
の伝統とそこに形成された社会的分業の存在に
大きく依存するものであったのである｡
本稿ではベンガ一社の事例に即して,編物産
業の発展と関連支援産業との関連について言及
した｡だが,ベンガ一社の経験は1880年代以降
の大工業化が,実は編物産業内の社会的分業に
強く条件づけられていたこと,従って1870年代
までの編物産業を停滞的とは見なし得ないこと
を示唆している｡ 事実,フケ社からはテロット,
シュタールRafaelStahl,マイヤーMayerと
いった編機製造業者が輩出し,ヴユルテンベル
クは,編物産業の発展に先行してヨーロッパに
おける編機の開発 ･製造の技術的拠点を形成す
る｡ 編針製造の分野でも1852年に創業した ｢グ
ロツ社｣TheodorGrozが編物産業や編機製造
業の発展に大きな役割を果たし,世界的編針製
造会社となった｡また編糸を生産する椀毛紡績
業や撚糸業の発展も顕著であった｡
以上の編物産業における社会的分業の発展状
況を明らかにし,編物産業の発展との関連を具
体的事例により示すこと,これを今後の課題と
したい｡
